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1. は じ め に

マーケティング分野では，新規製品がどのようなプロファ
イルを持つユーザに受け入れられるか推定することが重要な
課題であり，これまでにもさまざまなプロファイリング手法
の提案がなされている［1-4］．これらの手法に加え，年代や
性別によるグループと，趣味の種類などアンケート回答から
得られる属性を含むカテゴリーにおいて，カテゴリー相互の
位置づけを明らかにしてグループのプロファイルを明確にす
る方法が求められている．このような課題に対応するため，
従来用いられてきた有力な分析手段として対応分析（数量化
Ⅲ類）が挙げられる［5-10］．この対応分析によって，グルー
プと属性の間の位置づけを把握することが可能になり，ユー
ザがどのようなプロファイルを持っているか推定することが
できる．対応分析では，年令などのグループ情報と趣味など
の属性情報を同時に布置し，例えばユークリッド距離を比較
して，より近いグループと属性を関連づけることによって，
各グループに受け入れられる属性といったユーザプロファイ
ルを求めることができる．
しかしながら，趣味やライフスタイルが多様化した現代で
は，グループと属性の関係が明確に把握できない場合があ
り，より詳細なプロファイルを得る手法が求められてきてい
る．また複数のグループの中間に位置する属性が，これらの
グループに近い関係にあるか，あるいはいずれのグループと

も関係が無いため中間位置に配置されているかを明らかにす
る必要が生じている .

本論文では，アンケートデータに対する数量化Ⅲ類の解
析において，特徴空間から固有空間に変換したグループ情
報と属性情報を用いた．固有空間における座標軸の独立性
に着目し，グループと属性からなる各カテゴリー間の関係
を詳細に評価することを目指した．まず，固有空間におけ
るグループ情報からグループの相対的配置を求めるため，
数量化Ⅲ類を適用してデータを特徴空間から固有空間に変
換する方法を示した．さらにグループと属性の間の内積を
求め，この値を調べることによって，より詳細なプロファ
イルを求める方法を示し，提案手法をテストデータに適用
し，グループ間の配置およびグループと属性の間の内積値
を可視化する方法を示した．最後に，年代で分けたグルー
プのこだわりの領域のアンケート解析に本手法を用いた例
を示した．

2. 数量化Ⅲ類

数量化Ⅲ類は林知己夫氏によって着想された解析手法であ
る［5-7］．本論文では，各行がサンプル（サンプル数：m），
各列が属性とグループからなるカテゴリー（カテゴリー数：n）
を表すものとして，m×nのデータを用いてアルゴリズムを
示す．
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ここで
（サンプルiがカテゴリーjに反応した時）
（サンプルiがカテゴリーjに反応しない時）

また，行要素および列要素の合計値から対角行列BおよびC

を用いる．
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= =∑ ∑ である．

サンプルスコアをx，カテゴリースコアをyで表す．それぞ
れ平均0，分散1の下でxとyの相関係数が最大になる条件か
ら，固有方程式

 （4）

が求まる．

ここで である．

この固有方程式より固有値λ 2と各固有値に対応した固有ベ
クトル lを求め，サンプルスコアxを算出することができる．
固有値1を除いたh番目の固有値λ 2(h)に対応する固有ベクト
ル l (h)を用いて，第h軸のサンプルスコアx (h)は

 （5）

で表される .

さらに，本論文では固有空間における第h軸のカテゴリース
コアy (h)の各座標軸に重み付けを行い

 （6）

として解析を行った．

3. 提 案 手 法

3.1　グループの布置
グループ情報を，円周方向の角度として表す．数量化Ⅲ類
を行った後，min(m,n)-1次元の固有空間におけるカテゴリー
情報から，グループsとグループ tの間の角度差を

 （7）

で表し，

 （8）

を用いて，固有空間における角度関係をできるだけ維持しな
がら，目的関数Eが最も小さくなるように2次元平面上での
角度を求める．ここでys

(h)は第h軸のグループ sの値，θ sは
グループsの2次元平面における角度である．

3.2　属性情報の一覧
複数の属性情報を一覧し，さらにより詳細の属性情報を把
握できるように，2段階で表示を行う．まず，属性情報一覧
では，グループsに対する属性rの内積値 Isrは

 （9）

で表され，式（9）を用いて属性rの座標（xr,yr）は

 （10）

で求めることができる．ここでqはグループの数である．た
だし式（10）では，Isr >0のみ計算に用いる．

3.3　属性情報の詳細
さらに属性の詳細情報は，円周上に配置したグループで，
グループと属性の内積値を径方向に配置する多角形状で表現
する．

4. テストデータを用いた解析

表1のテストデータに提案手法を適用した．ここで1～15

はサンプル，a～eおよび20～60はカテゴリーで，a～eは
属性，20～60はグループを表す．
表1のテストデータに従来の数量化Ⅲ類を適用した例を図

1に示す．この解析によって，例えば属性bがグループ30の
近くに布置されることから，特性的に近いことが予測される
が，さらに他のグループとの関係や，グループ間の近さの情
報が与えられることによって，より詳細な解析が可能となる
と考えられる．
提案手法を用いて解析した表1のテストデータの属性情報
の一覧を図2に，属性情報の詳細として属性a～eの解析結
果を図3（i）および（ii）に示す．図2は中心を0とし，3.1

で得られたグループ間の角度関係に基づき，半径1の円周上
にグループを配置して，式（10）で求めた座標に各属性を
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配置している．また，図3（i）および（ii）では，グループ
と属性の内積値は負の値もとるため，グループ情報を配置す
る円の内側に，半径がグループ情報の1/2となる円を配置し
た．この半径1/2の円を境にグループ情報の円との間は内積
値が正，内側は内積値が負として示した．
図2ではa～eの属性が各グループに対してどのような位

置づけとなるかを概観することができ，例えば属性bはグ
ループ20とグループ30の中間で，グループ30に近い角度
に配置されるため，属性bとグループ30は近い関係にある
ことがわかる．またグループ30，40，50が比較的近いこと，

図2　属性情報の一覧（テストデータ）

（i）a～c

（ii）d，e

図3　属性情報の詳細（テストデータ）

表1　テストデータ

図1　従来方法による表示（テストデータ）
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グループ20とグループ60とが遠く対極にあることなどが把
握できる．さらに図3（i）および（ii）のように属性情報の
詳細を用いてより詳しい特性を把握できる．図3（i）および
（ii）で，例えば属性bはグループ30との内積値が大きく近
い関係にあるが，グループ40～60に対して内積値は負で関
連が少ないことがわかる．

5. アンケートデータの解析と考察

実際のアンケートデータの解析として，表2に示すような
こだわりの領域を質問するアンケートの回答に対して解析を
行った．ただし実際には，本データは，2008年12月9日よ
り12月19日までインターネット調査で得られた情報機器に
関するアンケートの回答データであり，こだわりの領域の質
問は本アンケートの一設問である．20代から60代の計5006

名の回答から，空白を含む回答および矛盾を含む回答を除い
た3803名の回答に対して解析を行った．
数量化Ⅲ類による結果を図4に示す．図4では各属性情報
は1点に代表されるため，多数の属性情報を同時に一覧でき
る反面，対象となる属性情報が複数のグループに関わる状況
の把握や，グループ毎の詳細な関係の把握が困難であった．
提案手法による属性情報の一覧を図5に示す．図5よりd（園

芸・ガーデニング）が比較的高い年令で支持され，b（ゲーム）
が比較的低い年令で支持されていることがわかる．属性の中
でd（園芸・ガーデニング），b（ゲーム），q（Webサイト閲
覧），p（ブログ・SNS），r（ドライブ・ツーリング）および
i（演劇・バレエ）に関する属性情報の詳細をそれぞれ図6（i）
～（vi）に示す．提案手法による属性情報の詳細で，それぞ
れのグループに対する内積情報を示している．これによっ
て，複数のグループの中間に位置する属性が，これらのグルー
プに近い関係にあるか，あるいはいずれのグループとも関係
が無いため中間位置に配置されているか明らかにすることが
可能になった．

図6（i）のd（園芸・ガーデニング）では20代，30代の興
味が低く，50代，60代で関心が高くなる．一方，図6（ii）
のb（ゲーム）は20代，30代の関心が高く，40代以上では
急激に関心が低くなる．このように提案手法によって，年代

図4　従来手法による表示（アンケートデータ）

表2　アンケート内容

図5　属性情報の一覧（アンケートデータ）
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（i）d（園芸・ガーデニング） （iv）p（ブログ・SNS）

（ii）b（ゲーム） （v）r（ドライブ・ツーリング）

（iii）q（Webサイト閲覧） （vi）i（演劇・バレエ）

図6　属性情報の詳細の例（アンケートデータ）
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毎の変化を把握することが可能となった．図6（iii）のq（Web

サイト閲覧）と図6（iv） p（ブログ・SNS）はこだわりを持
つ年代が類似していると考えられがちであるが，提案手法に
よってq（Webサイト閲覧）が50代，60代にも受け入れら
れつつあるのに対して，p（ブログ・SNS）は若い世代が中
心であることがわかる．
さらに図6（v）の r（ドライブ・ツーリング）は，提案手

法によって全年代で関心が低い傾向があるものの，40代で
は比較的関心が高く，20代で特に低いことが明らかになっ
た．図6（vi）の i（演劇・バレエ）では，r（ドライブ・ツー
リング）とは異なり50代に比較的受け入れられていること
がわかる．

6. お わ り に

本論文では，数量化Ⅲ類の解析によって求めた，固有空間
におけるグループと属性からなるカテゴリー情報を用いたプ
ロファイリング手法を提案した．グループ情報からグループ
間の相対的配置を求め，さらにグループ情報と属性情報の内
積値を可視化して表示する方法を示した．この内積情報の変
化を解釈することによって，より明確なプロファイリングが
可能になった．さらに提案手法を年代ごとに分けたグループ
がこだわる領域のアンケート解析に用いた例を示し，いくつ
かの結果例を示した．
提案手法を推進するため，可視化に適した表現方法およ

び内積値の解釈については今後さらに検討を重ねる予定で
ある．
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